山形大花火大会の霞城公園開催（案）について
意図

1 中心市街地に近い場所で開催することで活性化につながる

2 河川敷の整備等の会場設営費用よりも安価にできる
3 打ち上げ場所（市営球場を想定）の警備が容易である（木製のスコアボードの養生の必要あり）
予想される懸念材料

1 周辺住民、公共施設・設備（病院・ＪＲ等）への影響

2 霞城公園内の文化的施設（旧済生館）や可燃建造物の保護

3 観客の受け皿（旧県立中央病院跡地や大手門通りのホコ天を想定）

4 通行規制とそれに伴う警備体制
経過・・・震災後具体的案として水面下でシミュレーション

５月１８日　船橋理事長が市川市長を訪ね打診
５月２０日　市教育委員会社会教育課訪問
（公園内の旧済生館が文化財であることがネックとなり）
社会教育課丹野課長・文化財保護係茂木係長へ→県を通じ文化庁へ打診

５月２７日　長瀬君を通し返答あり　

→文化庁「文化財の防火について」の通達を根拠にＮＧとの返事

５月２７日　吉村県議を通じ、その通達の法的な規制力について問い合わせる

　　　　　　→全く不可能ではないが、時間をかけ交渉する必要ありとのこと
